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第4f回粘±科学討論会報告

　第41回粘土科学討論会は，1997年9月 17目　（水）

鵬か ら191［纖 まで の 3 日間，福井県立大学福井キ ャ

ンパ ス を中心 に ，関係委員各位 と，福井県立大学は

じめ関係機関 の 協力をえ て ，162名の 参加者を迎え

て 開催 された 。 特別講演 が 2題 ，シ ンポジウ ムが4人

の演者 の レ ポ
ー

トで行 わ れ
，

…
般講演等は 口 頭が 46

件，ポ ス タ ーが 48件で 総数94件 の 発表が あり， それ

ぞれ活発な討論が行わ れ た、，

　大会第 1H 目の 17日 は，先ず 般 講演 の
一部が行

われ ，「手取層群 の 恐竜化石」 と題 した福 井 県立博

物館の 東洋
一
主任 学芸 員 の 特別講演1が 行わ れ ，「天

然か ら学ぶ 素材合成」 とい うテ
・一

マ の シ ン ポジ ウ ム

で は，朿京大学総合博物館 の 歌 口実氏が 「天然ゼ オ

ライ トお よ び 関連鉱物の 生成条件」，束 ソ
ー

  南陽

研究所 の 板橋慶 治氏が 「ハ イ シ リ カ ゼ オ ラ イ トの 合

成 とそ の特性」，水沢化学 「二業  研究所 の 佐藤悌治

氏が 「1 ：1型 トリ亜群粘i 鉱物 の 合成と利用⊥ コ
ー

プケ ミカ ル   新素材研究所の 占沢隆資氏 が 「粘土鉱

物 の 合 成と 利用」 とい う題で それぞれ レ ポ
・一

トした。

夜に は
， 坂本福井県立 大学学長や特 別講 演 と シ ン ポ

ジウ ム の演者な どを招い て T 福井県立大学多目的 ホ
ー・

ル で 懇親会が盛 大に行われた。

　第 2 日 日は，「生物電気分析化学の 最近 の 話題 」

佐藤会長 の 挨拶

粘上科学

とい う題 で福井県立大学の千田貢生物資源学研究 科

長の特別講演2，一
般 講演の 凵頭発表 の 残 りとボ ス

タ ー発表お よ び本年度 の 総会が行わ れた。総会で は，

本年度 の Fr本 粘土学会各賞の授 与式が行われ，佐藤

会長 よ り鹿児島大学理学部 の 富田克利会員の 「雲母

！ス メ クタイ ト混合層鉱物の 合成 とその 生 成機構 に

関する研究」 に対 して学会賞が，また水沢化学工 業

株式会社の 「機能性半合成 ・合成粘土鉱物 の 開発 と

工 業化」 に対 して 技術賞がそ れぞれ記 念品と ともに

授与 された 。

　第 3 口 は ，福井県立博物館の 恐竜化石 クリ
ーニ ン

グ作業，勝山市北谷 町 の 手取層群恐竜発掘地 お よ び

乗 谷朝倉氏遺跡発掘現場な どの見学会が開催 され

た。参加者は16名と少 なか っ たが，み な熱心 に見学

し，活発に質問な どを して い た 。

　 「第41阿粘土科学討論会講演要旨集」 の 発行 日を

平成 9年 8月31日 と印刷 しました が，こ れ は 平成 9

年 9月 17日の 誤 りな の で 訂正 させ て 頂きます 。 なお，

講演要旨集に も訂正文を挟ん で お きま した 。こ の件

に関 して は ，た い へ ん ご迷惑 をおか けしま した こと

をお 詫び い た します。

　 また こ の 場をか りて ，ご多忙 な中に ありなが ら特

別講演や シ ン ポ ジ ウ ム の 演者 を引 き受けて頂 い た諸

氏 ， な らびに ご 「茘力頂 い た関係各位に 感謝 い た しま

す 。　　　　　　　　　　 （大谷朝男 ・北川靖夫）

福井県立大学千田貢教授 の特別 講 演
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  水澤化学 工 業 ， 小川 社長，技術賞

懇 親 会

懇親会 （福井 市 か らおに ぎ り とミニ トマ トの サービス が あっ た）
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